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伊勢に 3月オープンの宿・月夜見の座  

   「“伊勢”を語るサロン」を定期的に開催  
	
 

	
 

	
 千の杜敷地内に3月オープンした旅館「月夜見の座」(三重県伊勢市佐八町/千の杜敷地内)

では、“伊勢”“神宮”について、歴史やここでしか聞けないお話などを楽しんでいただけ

るよう、5月から夕食後のイベントとして、お酒などの飲み物とともに「“伊勢”を語るサロン」

を、伊勢在住・三重のタウン情報誌発行人及び第62回御遷宮対策事務局プロデューサーを務

める松山泰久氏の語りより定期的に開催します。 

	
 

■期間：2016年5月〜（月１回・日にちは都度設定）	
 

■時間：21:00〜22:00	
 

■定員：12名様まで	
 

■料金：宿泊者限定・無料（飲料サービス）	
 

■予約：チェックイン時	
 

 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

  

  

  

  

  

△サロンを開催するロビー棟 

松山	
 泰久	
 氏	
 略歴 
1979 年株式会社ゼロ創業・三重のタウン情報誌

｢Simple｣創刊、 
全国タウン誌コンクール｢タウン誌大賞・

奨励賞｣複数回受賞。 
1996 年伊勢神宮内宮御鎮座二千年奉祝事業総合

プロデューサー、 
2001年~2005年	
 三重県・伊勢志摩再生プロジェ

クト委員、 
2004年~2017年  第六十二回神宮式年遷宮・御遷

宮対策事務局プロデューサーを務める。 
2013年~現在、農林水産省｢食のオフィシェ｣、三

重ブランド選定委員。 
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＜月夜見の座について＞ 

  

■	
 お料理	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

△客室「晦」ダイニングルーム △客室「晦」リビング＆ベッドルーム 

△庭からみた客室  △玄関 

「月夜見の座」では、海栄RYOKANS18

館の料理長の中から、お客様に好評

の料理人や“食の匠”に認定されて

いる料理人などが、定期的に料理長

として交替し、それぞれの個性的な

料理を提供していきます。	
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■	
 アメニティ	
 

各部屋に常備のベーシックアメニティの他、「ローラアシュレイ」「デタイユ・ラ・メゾン」

「ロクシタン」からお好きなアメニティをお選びいただきます。	
 

	
 

	
 

	
 

■	
 ミストスクリーンによる演出	
 

各部屋のテラス側に流れる小川に、水を使用したミストを噴射させ、カラーチェンジャー

やムービングライト等の光でミストを染める演出をします。	
 

	
 

	
 

■千年のしじま「月夜見の座」の概要	
 
・	
 住所：三重県伊勢市佐八町池の上 1165-1	
 

・	
 建築面積：612.00 ㎡	
 

・	
 建物：木造平屋地上 1 階	
 

・	
 客室：全 6 室、全室露天風呂付客室	
 

・	
 宿泊費：50,000 円	
 

	
 	
 	
 	
 （お一人様 1 泊 2 食、サ込み、税・入湯税別・平日 2 名様 1	
 部屋の場合）	
 

・	
 コンセプト：月の満ち欠けと神のご加護をテーマに、伊勢の千年の静寂に静かに

佇む６つの別邸。それぞれ月の満ち欠けを、新月「新月」、三夜「黄昏月」、十五

夜「望月」、十八夜「既望」、十六夜「居待月」、三十夜「晦」と部屋名とし、そ

れぞれの名称をイメージした部屋のしつらえとなっています。	
 

・	
 URL：http://www.tsukiyominoza.com	
 


